
交通輸送検討部会

１．概 要

３．活動報告

■ 第1回交通輸送検討部会
【日 時】：平成29年10月16日
【場 所】：大阪府咲洲庁舎（さきしまコスモタワー）30階 会議室
【議 事】：①交通輸送基本計画案について

②今後の進め方について
■ 第2回交通輸送検討部会
【日 時】：平成30年2月7日
【場 所】：大阪府咲洲庁舎（さきしまコスモタワー）38階 会議室
【議 事】：①交通輸送基本計画案（中間報告）について

②今後の予定について
（主な意⾒）
・鉄道について、⼤阪・奈良の各⽅⾯別に算出することの必要性
→⼤阪・奈良の⽅⾯別に輸送の検証
・外国人を中心にICカードを利⽤されない場合を想定した対応の必要性
→ICカードの利⽤の有無によって、精算処理時間が変わってくることを踏まえた計画の検証
・関空のみならず、港の利⽤等様々なパターンの想定の必要性
・地域住⺠の⽣活動線についての調整の必要性

今年度については、以下のとおり、２回部会を開催し、『交通輸送基本計画案』について、意⾒交換を⾏った。
この基本計画案については、今年度末に⼤会組織委員会に提出予定。

大会開催期間中、会場を訪れる多数の観戦者、選手・VIP等の大会関係者に対して、安全、確実、快適な交通手
段を提供し、円滑な輸送方法やルート等の検討を⾏う。

２．構成メンバー
⼤阪府、東⼤阪市、公益財団法⼈⼤阪観光局、関⻄エアポート株式会社、近鉄グループホールディングス
株式会社、国⼟交通省近畿運輸局、国⼟交通省近畿地⽅整備局、⻄⽇本旅客鉄道株式会社、⼀般社団法人
大阪タクシー協会、一般社団法人大阪バス協会



交通輸送検討部会

４．今後の方針

実施計画
仕様項目確定

平成30年4月

課題の洗出し
課題に対する
対応の検討

平成30年6月 平成30年9月

実施計画
組織委員会に提出

対応の実施方法
実施方法について
精査・調整

平成30年12月 平成31年2月 平成31年3月

今年度策定した、基本計画を基に、適時、部会を開催し、部会員の意⾒を踏まえ、実施計画の策定を⽬指す。

■ 対応方針案

鉄 道

⾃転⾞

⾃動⾞

＜輸送手段＞ ＜問 題＞ ＜要 因＞ ＜対応方針＞

近鉄奈良線への
利⽤者集中

歩⾏者導線の
容量不⾜

信号交差点の
容量不⾜

歩⾏者との錯綜

来訪⾃動⾞処理
（駐⾞・誘導）

入退場のピーク集中

東花園駅利⽤の集中

入場・退場時間の集中

歩⾏者⽤⻘時間の不⾜

歩⾏者・⾃転⾞で
同一な動線

⾃動⾞来訪需要
の存在

会場周辺での駐⾞場不⾜

輸送量拡⼤の検討
（臨時停⾞など）

吉⽥駅の利⽤誘導

ファンゾーン来訪の促進

交通規制の検討

公共交通利⽤の促進

市役所・近隣商業施設
の駐⾞量の活⽤


